
◎
広
報
有
料
広
告

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
‼

家庭・施設で食事が簡単に出来ます !

　６月15日に開催された「奥津軽虫と火まつり（五所
川原青年会議所主催：佐々木邦和理事長）」をＰＲし、
後世に伝えていくことを目的に任命された親善大使の
皆さんが６月５日、市長を訪問しました。　
　約90名の親善大使の皆さんは、市内の小学校を訪れ、
紙芝居の読み聞かせをしたり、たいまつの制作などの
活動を行いました。
　親善大使の山谷野奈さん（五商高３年）は「昨年から
参加していますが、今年は親善大使の活動が最後なの
で、紙芝居では、大きな声で気持ちを込めてやりまし
た。児童の皆さんは真剣に聞き入ってくれて、すごく
いい経験になりました」と話しました。

　５月25日、26日に八戸市で行われた第49回青森県
中学校春季バスケットボール大会へ出場した、五所川
原第一中学校男子バスケットボール部の皆さんが６月
６日、教育長を表敬訪問しました。
　五一中男子バスケットボール部は、春季大会決勝で
古川中学校（青森市）と対戦し見事優勝を果たしました。
春季大会での優勝は21年ぶりとなります。
　キャプテンの俵谷爽太さんは「春季大会のどの試合
も最後まで集中してプレーできた。中体連でも県大会
を優勝し、東北大会、全国大会出場を目指して頑張り
たい」と中体連への抱負を話しました。

　６月８日、五穀豊穣と無病息災を願う「相内の虫送
り」が市浦地区で行われました。この虫送りは、約
450年の歴史があり、平成23年に県無形民俗文化財に
指定されています。
　全長約５メートルの「虫」を載せた台車を先頭に青
年団のメンバーが約２メートルの「小虫」を担いだり、
農作業を嫌う「荒馬」を演じたほか、「はねろじゃは
ねろ、けっぱれじゃけぱれ、いつもこんだばどっすべ
な」の掛け声とともに、太刀を地面に打ち付ける「太
刀振り」が笛や太鼓の囃子に合わせて練り歩きました。
　今年初めて参加した、相内子ども会の中井裕佳さん
（市浦小４年）は「疲れたけど楽しく踊れました。来年
もまた参加したいです」と話していました。
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